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参
加
者
は
代
議
員
34
人
、
代
議

員
以
外
の
参
加
者
11
人
の
合
計
45

人
で
し
た
。

は
じ
め
に
、
丸
山
財
政
担
当
副

委
員
長
が
「
滞
納
対
策
を
組
織
的

に
取
り
組
み
、
納
入
率
引
き
上
げ

を
追
求
し
、
組
合
定
着
、
脱
退
防

止
、
組
合
員
拡
大
と
結
合
さ
せ
る

と
し
た
2
0
1
8
年
の
活
動
を
し

っ
か
り
総
括
し
、
2
0
1
9
年
度

に
つ
な
げ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

議
案
等
の
一
括
提
案
後
、
西
多

摩
、
清
瀬
久
留
米
、
江
戸
川
、
北

支
部
か
ら
「
納
入
率
向
上
の
取
り

組
み
」
「
労
金
を
使
っ
た
振
込
制

度
で
の
危
険
回
避
対
策
」
「
財
政

部
長
の
任
期
制
」
「
直
属
事
業
所

の
滞
納
対
策
」
と
い
っ
た
報
告
を

受
け
る
と
と
も
に
、
70
周
年
記
念

行
事
の
決
算
を
説
明
し
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度
財
政
活
動
の
重

点
と
し
て
は
財
務
体
質
の
改
善
・

財
政
強
化
、
組
合
財
政
民
主
主
義

の
徹
底
、
納
入
ル
ー
ト
の
安
全
確

保
な
ど
を
提
案
。

2
0
1
8
年
度
の
活
動
経
過
と

決
算
の
質
疑
で
は
、
支
部
人
件
費

等
会
計
の
障
が
い
者
雇
用
促
進
費

用
が
減
っ
た
の
は
、
決
め
ら
れ
た

人
数
が
充
足
し
た
た
め
と
説
明
を

し
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度
の
運
動
方
針
、

予
算
案
で
は
、
池
袋
に
あ
る
研
修

セ
ン
タ
ー
の
土
地
の
価
格
が
取
得

時
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、
時

価
評
価
額
に
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
の
意
見
に
、
外
部
監
査
の
指
摘

に
よ
り
固
定
資
産
税
評
価
額
を
記

載
し
て
い
る
が
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
と
答
弁
。

ま
た
、
Ｄ
―
Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
（
基
幹

業
務
新
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
か

か
る
費
用
と
展
望
は
と
の
質
問
に

は
、
今
ま
で
な
か
っ
た
本
支
部
間

の
共
有
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
Ｄ
―
Ａ

ｒ
ｃ
ｈ
で
構
築
し
、
業
務
の
平
準

化
を
は
か
っ
た
。
今
後
は
情
報
を

加
工
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
い

か
す
学
習
会
な
ど
も
開
催
す
る
と

と
も
に
資
格
講
習
シ
ス
テ
ム
と
の

連
携
も
必
要
と
な
る
が
、
見
積
金

額
は
提
示
し
て
い
く
、
労
災
新
シ

ス
テ
ム
と
の
連
携
に
つ
い
て
の
支

部
負
担
は
既
存
の
パ
ソ
コ
ン
に
シ

ス
テ
ム
を
組
み
込
ん
だ
場
合
、
保

守
料
は
基
本
的
に
発
生
し
な
い
が
、

今
後
の
も
の
は
検
討
課
題
と
し
た

い
と
答
弁
。
本
部
役
員
手
当
改
定

の
要
望
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
体
の
拍
手
で
財
政

分
科
会
の
議
案
を
承
認
し
、
2
0

1
8
年
度
決
算
と
2
0
1
9
年
度

予
算
案
の
仮
承
認
を
し
ま
し
た
。

吉田議長

参
加
者
は
、
代

議
員
25
人
、
代
議

員
以
外
の
参
加
者

22
人
、
合
計
47
人

で
し
た
。

最
初
に
横
澤
労

対
部
長
挨
拶
と
白

滝
書
記
長
か
ら
挨

拶
が
あ
り
、
ま
た

首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
吉
田

共
同
代
表
か
ら
最

高
裁
の
た
た
か
い

と
補
償
基
金
制
度

設
立
に
向
け
た
訴

え
が
あ
り
ま
し

た
。議

案
提
案
後
、

6
支
部
か
ら
経
験

の
報
告
が
あ
り
、
目
黒
支
部
は
安

全
大
会
で
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
を
着

用
し
て
実
際
に
ぶ
ら
下
が
る
体

験
、
足
立
支
部
か
ら
は
、
労
働
安

全
週
間
に
連
動
し
た
現
場
訪
問
で

懇
談
が
断
ら
れ
な
い
よ
う
に
工
夫

し
た
経
験
。
小
金
井
国
分
寺
支
部

か
ら
は
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
会

を
支
部
で
初
開
催
、
新
宿
支
部
か

ら
は
「
新
宿
ア
ス
ベ
ス
ト
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
に
つ
い
て
、
西
多
摩
支

部
か
ら
は
石
綿
・
じ
ん
肺
関
連
疾

患
で
の
受
診
勧
奨
に
つ
い
て
、
小

平
東
村
山
支
部
か
ら
は
地
域
友
好

団
体
へ
署
名
の
協
力
を
求
め
る
キ

ャ
ラ
バ
ン
行
動
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑
・
討
論
で
は
、
江
戸

川
支
部
よ
り
労
働
時
間
に
対
す
る

意
識
改
革
に
つ
い
て
、
労
働
者
は

言
い
づ
ら
い
、
事
業
主
に
考
え
て

も
ら
う
よ
う
訴
え
て
い
く
べ
き
と

の
意
見
が
あ
り
、
「
若
年
者
が
入

職
し
な
い
の
は
、
休
み
が
少
な
い

た
め
。
親
方
層
だ
け
で
な
く
、
青

年
部
や
後
継
者
な
ど
若
い
意
見
も

取
り
入
れ
、
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

杉
並
支
部
よ
り
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス

の
斡
旋
と
買
い
替
え
補
助
に
対
し

て
質
疑
が
あ
り
、
タ
ニ
ザ
ワ
製
作

所
と
全
建
総
連
が
提
携
を
協
議
中

で
あ
り
、
補
助
に
つ
い
て
は
詳
細

が
わ
か
り
次
第
支
部
へ
連
絡
し
て

い
く
と
回
答
し
ま
し
た
。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
関
連
の

課
題
も
活
発
に
討
論
が
行
な
わ

れ
、
最
高
裁
判
決
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
2
年
位
で
判
決
に
な
る
こ

と
を
弁
護
団
が
予
測
し
て
い
る
こ

と
、
署
名
や
書
記
官
要
請
な
ど
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
い

く
こ
と
。
ア
ス
ベ
ス
ト
1
0
0
万

署
名
に
つ
い
て
、
他
団
体
へ
の
要

請
や
常
に
持
ち
歩
い
て
署
名
を
と

る
な
ど
重
点
課
題
と
し
て
確
認

し
、
自
治
体
意
見
書
の
採
択
に
つ

い
て
、
全
面
解
決
へ
向
け
て
支
部

の
意
見
を
盛
り
込
ん
で
意
見
書
採

択
に
つ
な
げ
て
い
く
。
労
災
認
定

基
準
で
は
喉
頭
が
ん
を
労
災
認
定

に
認
め
さ
せ
る
運
動
の
必
要
性
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
全
体
の
拍
手
で
議
案
を

確
認
し
議
案
を
採
択
・
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
唱
和
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
に

て
終
了
し
ま
し
た
。

労働時間について意見を述べる江戸川支部の仲間

穴澤議長

納入率向上の取り組みを報告
する西多摩支部の仲間

ＣＣＵＳについて答弁する近藤
書記次長 佐藤議長

参
加
者
は
、
代
議
員
24
人
、
特

別
代
議
員
21
人
、本
部
役
員
2
人
、

来
賓
3
人
の
合
計
50
人
で
し
た
。

挨
拶
し
た
建
築
カ
レ
ッ
ジ
の
小

林
謙
二
学
校
長
は
24
期
生
募
集
の

苦
戦
を
報
告
し
、
「
も
っ
と
多
く

の
研
修
生
を
受
け
入
れ
な
い
と
人

材
の
質
は
保
て
な
い
」
と
、
応
募

活
動
へ
の
一
層
の
協
力
を
訴
え
ま

し
た
。
議
案

提
案
後
に

「
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム

（
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
）
」
の
特

別
報
告
が
行

な
わ
れ
、
近

藤
初
雄
書
記

次
長
が
「
民

間
シ
ス
テ
ム

だ
が
国
と
し

て
の
位
置
付

け
が
明
確
に

な
っ
て
き

た
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
と
能
力
評

価
制
度
の
確

立
を
待
遇
改
善
の
運
動
に
活
か
そ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

討
論
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
普
及
の
課

題
、
講
習
・
特
別
教
育
、
若
手
技

能
者
の
確
保
と
育
成
、
の
3
つ
に

集
中
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
で
は
、
「
そ
ん

な
に
難
し
く
は
な
い
。
全
支
部
で

取
り
組
も
う
」
と
い
う
前
向
き
な

発
言
と
共
に
、
「
町
場
で
の
現
場

入
退
場
記
録
の
方
法
」
、
「
登
録

基
幹
技
能
者
が
な
い
職
種
の
問

題
」
、
「
資
格
と
職
種
の
関
連
の

学
習
が
全
書
記
規
模
で
必
要
」
等

の
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。東

京
労
働
局
登
録
教
習
機
関
で

あ
る
東
京
土
建
技
術
研
修
セ
ン
タ

ー
が
実
施
し
て
い
る
講
習
・
特
別

教
育
に
つ
い
て
、
先
進
的
な
支
部

の
代
議
員
か
ら
「
組
合
員

数
比
3
％
の
受
講
目
標
は

低
す
ぎ
る
の
で
は
」、「
80

人
を
超
え
る
講
師
登
録
が

あ
る
の
に
、
支
部
の
取
り

組
み
に
差
が
あ
り
す
ぎ

る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。
執
行
部
は
「
支

部
の
力
量
に
は
差
が
あ

る
。
全
支
部
に
3
％
達
成

を
目
指
し
て
も
ら
う
」
と

し
つ
つ
、
「
登
録
講
師
が

複
数
い
る
の
に
支
部
開
催

を
未
実
施
の
支
部
で
は
計

画
・
実
施
を
促
す
取
り
組

み
を
強
め
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

若
手
技
能
者
の
確
保
と

育
成
で
は
、
全
国
青
年
技

能
競
技
大
会
や
技
能
五
輪
大
会
で

の
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
生
の
上
位
入
賞

な
ど
教
育
成
果
を
確
認
し
つ
つ
、

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
（
新

宿
）
、
女
性
入
職
促
進
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
（
日
野
）
な
ど
の
事
例
報

告
を
受
け
、
入
職
者
確
保
が
最
重

要
課
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
最

後
に
近
藤
書
記
次
長
が
討
論
の
ま

と
め
を
行
な
い
、
拍
手
で
議
案
を

承
認
し
ま
し
た
。
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ま
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11
手
詰
。

滞
納
解
消
は
組
織
的
に

納
入
ル
ー
ト
の
安
全
確
保
も

財政分科会財政分科会
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待遇改善の運動に活かそう
ＣＣＵＳ難しくない
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唐
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穴
澤
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労
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アスベスト闘争勝利へ全力
労働安全の取組交流


